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冬野菜の防寒対策について
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炭酸ガスをムダなく施用するための対策

令和７年産水稲栽培を振り返って

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　　加藤 克彦さん

西濃農林事務所農業普及課 ［主任技師］　野田 佳宏さん

　炭酸ガス発生機を導入しても思ったほどに品質・収量が向上しな
いということはありませんか？今回は、炭酸ガスの効果的な施用法
と注意すべきポイントを紹介します。
①炭酸ガスの濃度ムラの原因は設置方法
　一般的には、燃焼型の炭酸ガス発生機を設置している方が多い
と思います。以前は、「密閉空間では炭酸ガスの濃度差によって炭
酸ガス発生機からハウスの端まで急速に拡散する」という考え方が
ありました。 
　しかし、奥行き50㍍程度のハウスでも、密閉条件で循環扇を使わ
なければ、炭酸ガスを全体に拡散できません。また、少しでも換気が
始まるとガスの拡散は大きく乱れ、発生装置の付近だけが高濃度と
なり、その先の群落内は外気以下の低濃度になってしまいます。
②対策には温風ダクト(有孔)による局所施用が有効
　温風ダクトによる炭酸ガスの局所施用のメリットとして、①隅々ま
で急速に拡散、②換気下でも濃度制御・高濃度施用が可能、③燃料
消費量の削減、などがあります。
　また、温風ダクトを炭酸ガス拡散に利用する場合、温度ムラの解
消策としても利用でき、コスト面・設置作業面でも大変有効な方法
です。図のように炭酸ガス発生機の吹き出し口からダクトで温風機
の吸い込み口まで送ることで、簡単に温風ダクトによる炭酸ガスの
局所施用が可能となります。

③温風ダクトの吊下げが効果的
　植物は、受光性の良い上中位部の光合成効率が最も高く、地面に
置いたダクトから出る炭酸ガスは低い位置ほど高濃度で、効率の高
い上中位葉の濃度は外気程度に低くなります。ダクト位置が低いと
ハウス内に均一な炭酸ガスを供給できても、効率の高い部分に高濃
度の炭酸ガスを届けられません。
　そこで、「温風ダクトを中空に吊下げる」ことで、群落の中上位葉
の炭酸ガス濃度を高く保
てます。また、ダクト位置
を高くすると、温度が必要
な成長点付近を暖める局
所加温が可能となり、生
育の促進や暖房費の節減
もできます。

【気象と生育状況】
　西濃地域の水稲は４月移植の「あきたこまち」から始まり、早生
「コシヒカリ」、中生「ほしじるし」、晩生「ハツシモ岐阜ＳＬ」と主
力品種を作付けし、その他補完品種の作付けが行われています。
　早生品種は、移植後４月中下旬の寒暖差が大きく、活着が遅れた
ものの、その後の好天で生育が回復しました。中生品種は移植後か
ら高温傾向が続き生育量は確保されましたが、移植直後に雨が多く
なり、除草剤の効果などに影響が出ました。晩生品種は移植後の好
天で順調に生育しました。東海地方は平年より早い梅雨入り（5/17
頃）、梅雨明け（6/27頃）となり、全品種とも梅雨明け後の高温の
影響を受け、出穂時期が平年より早くなりました。登熟期間も異常
な高温が続き、特に8月上旬に出穂期を迎えた品種で白未熟粒など
の玄米品質低下が見られました。令和の米騒動以降、従来の作況指
数が見直され、新たな作況指数として出された作況単収指数（9/25
現在）は岐阜県が103（全国102、東海地域103）で、西南濃地域
では14㌔/10㌃の単収増加が見込まれています。
【病害虫雑草発生状況】
　ジャンボタニシについては、昨年と同程度の被害がみられまし
た。また春先の気温の上昇に伴い、食害の発生始まりは以前より早
くなっています。

　斑点米カメムシ類は7/18に病害虫防除所より注意報が発表され
ました。「あきたこまち」など早生品種の出穂期ごろからほ場に飛び
込み、中生・晩生品種へと移動しながら吸汁・加害しましたが、適期
防除の実践により、被害を抑えることができました。また、近年の高
温傾向で、もみ枯細菌病やごま葉枯病の発生が一部で見られまし
た。雑草は近年、ヒレタゴボウやヒメミソハギの残草が目立つよう
になっています。
【来年の稲作に向けて】
　近年、水稲生育期の異常気象が続いており、高温による玄米品質
の低下、病害虫発生の早期化、害虫の世代サイクルの短期化が懸念
されています。品種別の収量、品質の結果を見直し、次期作目標を
決め、作付け計画を立てましょう。登熟期の高温障害の影響を最小
限に抑えるため、土づくり
資材の施用、葉色診断によ
る追肥も有効な手段となり
ます。
　病害虫（特に斑点米カメ
ムシ）は出穂期予測による
防除計画を立て、適期作業
を実践しましょう。

水稲

施設
園芸

　12月に入ると冷え込みが強まり、霜や冷たい風による被害が心配になります。
野菜は寒さにあたることで甘みを増す一方、強い霜にさらされると葉が傷んだ
り、生育が止まったりします。そこで必要になるのが「防寒対策」になります。

　冬の冷たい風や霜から野菜を守るには、「不織布」や「ビニールトンネル」が効果的です。光と空気を通し、夜間の放射冷却を和らげて
くれます。また、葉物野菜には、株の上から直接ベタ掛けするだけでも十分効果が期待できます。
　より保温効果を高めたいときは、支柱をアーチ状にしてトンネルを作り、その上から不織布やビニールをかけます。注意点として、晴れ
た日の日中は内部の温度が上がるので、両端を少し開けて換気をしましょう。

あきたこまちに出穂時に寄生するイネカメムシ

　暖房用温風ダクトを利用する方法

じゃん !  2025.12じゃん !  2025.12 1011 101010111111

①不織布やビニールで保温（対象作物：ホウレンソウ、コマツナ、レタスなど）

　地面からの冷えを防ぐには、「マルチ」や「敷きワラ」がおすすめです。黒マルチは太陽光を吸収して霜柱や凍結を防止します。一方、自
然素材のワラや籾殻を株元に敷くことで保温と同時に乾燥防止にもなり、雨の跳ね返りによる病気の感染も軽減します。

②黒マルチやワラや籾殻などで地温を守る（対象作物：ダイコン、ハクサイなど）

　冬の北風は野菜を弱らせるので、防風ネットなどを設置し空気の層を作ることで、地温の低下を防ぎます。プランター栽培の場合は壁
際や南向きの場所へ移動させましょう。

③風よけを設置（対象作物：ソラマメ、エンドウ）

　冬の朝は地表や野菜の葉が凍っていることがあり、この状態で触
れると細胞が壊れ、葉が傷む原因になるので、収穫は霜が溶けてか
ら行いましょう。また、水やりは夕方に行うと凍結の危険があるた
め、午前中に行いましょう。不織布やトンネル、マルチ、風よけを基
本に地温をコントロールすることで寒い季節でも元気な菜園を維持
できます。冬の管理をするだけで収量や味が大きく変わります。

④凍結時の注意点

（出典）：全農情報誌「Apron」より

【表】 野菜の耐寒性と防寒対策の目安

耐寒性

とくに強い

強い

やや弱い

弱い

野菜名 防寒対策

タマネギ、ネギ、ラッキョウ、ナバナ、
タカナ

サヤエンドウ、ソラマメ、ニンジン、ホ
ウレンソウ、コマツナ、ブロッコリー

かなりの低温に耐えられるので、暖地では不要（風よけ程
度でよい）

風よけ、笹立て、敷きワラ、土寄せなどの簡単な防寒対策で
十分

レタス、セルリー、シュンギク、ミズ
ナ、チンゲンサイ

冬に栽培・収穫する場合は、ハウス、トンネルなどで保温

ダイコン、カブ、ハクサイ、キャベツ、
カリフラワー

冬に収穫する場合は、ベタ掛けなどで防寒

直置きから
吊下げへ

有孔ダクト

有孔ダクト

トンネルバンドなど
留め具

不繊布

留め具
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